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＜連絡事項＞

· 11月分の経過連絡票は本日締め切りなので、各自提出のこと。

· 12/20（火）、21（水）に院内研修（「接遇について」）あり。

＜外来情報提供＞

· 中居　松男様～青山荘のクリスマス忘年会について話されている。指のケガについては徐々に回復
　　　　　　　しているとのこと。

· 鈴木　恵美子様～おやつに食パン（6枚切り）1枚を食べていると話されている。

· 長瀬　紘一郎様～血圧の記録ノートを持参される。収縮期圧に高値みられ、本人は「冬で寒いせ
　　　　　　　　いかな」と話されている。

· 奥山　以依子様～青山荘のクリスマス忘年会について話題多く（席順、スピーチ、カラオケ等）
　　　　　　　　話されている。本日2週間分処方あり、来週は問診のみとなる。

· 佐藤　朗子様～シンラックと点鼻薬希望あり、処方している。

· 鹿原　博夫様～「今日はそばを7人分打ちました」と話される。

· 中居　美津子様～レストランの食事について「最近鶏肉料理が多い気がします」と話される。

＜利用者様情報＞

· 村井　節子様～障害者手帳の交付通知があり、役所にて手続きを行っている。

· 晴山　美智子様～昨日スタッフと面談実施している。就労に関して、先日見学に行った施設につい
　　　　　　　　て、「親切でとてもよいところだった」「交通費がかかるけれどやってみたい」と
　　　　　　　　前向きな発言をする一方で、「先生や青明舎のスタッフが何もしてくれない」と
　　　　　　　　他人任せの発言も聞かれ、言葉と実際の行動が伴っていない。減量については、
　　　　　　　　現在体重82kgであり減量ができていない。「なぜ体重が増えるのか」というスタ
　　　　　　　　ッフの問いに対しても、「なんでだろう…」と振り返ることができていない。日々
　　　　　　　　の食行動を確認すると夜中に間食をしており、「お腹がすくから」と話される。
　　　　　　　　⇒就労については、本当に働きたい意欲があるのであれば自分から周囲に働き掛
　　　　　　　　ける必要があることを説明し、減量と生活リズムを整える為にデイケアに休まず
　　　　　　　　に来所することを目標として再確認する。また食事のバランスチェック表を本人
　　　　　　　　様に提供し、減量指導に用いることとする。

· 川口　律子様～来所後まもなく「昨日寝てなくて眠い。帰りたい。デイに来たくない」と話される
　　　　　　　ため、面談を実施する。先月の合唱コンクールで自分が表彰されなかったのが原因
　　　　　　　で以後、交流のあるメンバーと接するのが嫌になるとのこと。昨夜の不眠からの疲
　　　　　　　労も考慮し本日は欠席もやむを得ないが、人間関係では譲りあいも大切であり、生
　　　　　　　活リズムを保つ為にも本人にデイケア利用は必要であると説明する。明日は顔を見
 　　　　　　 せるだけでもよいので来所するよう約束する。また、保護者である大久保恒夫様に
　　　　　　　も同様の内容を伝えている。
　　　　　　　⇒その日の気分に行動が左右されることがあるが、デイケア利用開始してから現在
　　　　　　　までの間では徐々にではあるが筋道を立てて自分の考えを話すことが出来るよう
　　　　　　　になっている。これまでのデイケア利用によってできるようになったことについて
　　　　　　　評価するとともに、生活リズムの安定（昼夜逆転生活の防止）を図るために、来所
　　　　　　　するよう声掛けしていく。

· 下妻　康貴様～ナイトケア利用者の中居美津子様がナイトケア内外で過度に干渉してくることが
　　　　　　　あり、ストレスとなっていると話される。昨日に引き続き、現在の状況確認と中居
　　　　　　　様と接するにあたっての対処方法を本人とともに考える。
　　　　　　　現在の状況：週5日午後10時ごろに中居様から電話がかかってくる。1回の通話
　　　　　　　時間は10～20分程度であり、仕事の愚痴などを話されるとのこと。週末は食事に
　　　　　　　誘われることがあり、以前何度か応じたことはあったが、現在は「実家に帰るから」
　　　　　　　等理由をつけて断るようにしているとのこと。他メンバーと話をしていると「今何
　　　　　　　を話していたの？」と詮索するので、他メンバーとの交流が持ちにくい。また、他
　　　　　　　メンバーからもどのように思われているのか気になるとのこと。
　　　　　　　現在の状況について、ストレスの程度を0～100％（我慢できない）で評価してい
　　　　　　　ただくと、「（以前は30％だったが）今は50％ぐらい」とのこと。また、どのよう
　　　　　　　な状態になれば理想的かと尋ねると「中居さんが控えめになれば」とのこと。
　　　　　　　⇒面談中も中居様が「もう20時だよ」と呼びに来ることがある。本日のナイトケ
　　　　　　　アで本人と再度面談を行い、今後のことについて話し合うこととする。

· 上川原　豊様～昨日整形外科受診のため欠席連絡があったが、19時頃来所され、「相談したいこと
　　　　　　　があった」話される。プログラム終了後他メンバーのいないところで話をしたいと
　　　　　　　希望され、面談を行っている。受診後帰宅した際に母様より、弟嫁様が自殺された
　　　　　　　と連絡があり、「あまり騒いだり、浮かれた真似をするなと言われた。クリスマス
　　　　　　　忘年会も出られないかもしれない」と話される。弟様とは直接連絡を取りあうこと
　　　　　　　はなく、在住地もわからないとのことで、本人様の生活には支障がないとのこと。
　　　　　　　1人でいるといろいろ考え込んでしまうのでナイトケアに来たと話されるため、気
　　　　　　　になることがあればいつでも話をして頂いて構わないことを伝えている。また、ク
　　　　　　　リスマス忘年会については、ナイトケアも生活の一部であり、行事への参加は騒ぐ
　　　　　　　こととは異なるものであると説明すると「そうか、そうだよね」と表情を明るくさ
　　　　　　　れている。


＜添付資料＞

○青山荘定例職員会議

· 田澤　勝敏様～しばらく入浴しておらず、促しても反応が鈍い。料理教室に誘うが、「作るのが嫌
　　　　　　　だ」と拒否されている。

· 袴田　淑子様～部屋掃除10日間、洗濯12日間行っておらず促している。入浴は外泊時にされてい
　　　　　　　る。間食は毎日しており、週3日ほど朝食を食べないことがある。

· 関　秀治様～12/6職能評価を行っている。眼球上転しそうと不安を見せる。職種は介護を希望さ
　　　　　　れている。デイケアの友達と縁が切れないよう交流したいとのこと。見学等しながら、
　　　　　　ゆっくり進めていくことを説明している。12/7ケアサポート浄信館の見学をされて
　　　　　　いる。障害のある方が清掃業務をされているところを見学し、「慣れればできるかな」
　　　　　　と話される。青山荘忘年会やデイケアクリスマス忘年会で忙しく、「いっぱいいっぱ
　　　　　　い」とのこと。「デイケアのクリスマス忘年会が終われば一段落です」と話される。

· 田名部　一樹様～デイケアには9時ごろ出かけている。自宅～デイケアのバス利用については問題
　　　　　　　　ないとのこと。「時間が遅くなると町に怖い人がいるからいやだ」と話されてい
　　　　　　　　る。排便コントロールは現在のところは問題ないが、不安感は見られる。

· 大久保　康弘様～イベントが近く、不調気味。本人は寝ているとのことだが朝早く、夜遅い。イベ
　　　　　　　　ントが終わると落ち着くことが多いので、しばらく様子観察する。

· 清水　泰雅様～今月に入り、生活リズムが乱れがちになっている。手洗いも頻回になっている。12/6
　　　　　　　面談実施し、「生活リズムの乱れや手洗いの多さは波があると思う」と話されてい
　　　　　　　るが、特に理由はないとのこと。外泊は生活リズムが安定したら再開することとし
　　　　　　　ている。バスの乗り方については次回外泊時に練習する予定。父様より連絡あり、
　　　　　　　「本人にはデイケアは向いていないのではないか。幸房を利用するのはどうだろう
　　　　　　　か」とのお話がある。青山荘スタッフが本人に聞くと「幸房よりもデイケアがいい」
　　　　　　　と話される。

· 巴　勇樹　様～先週風邪とのことであったが、「体調はいい」と話される。デイケアの就労前準備
　　　　　　　段階プログラムについては「理解できている。面白い。パセリー菜みたいなところ
　　　　　　　で働きたい」と話される。体力作りについては散歩程度なので、青山荘スタッフと
　　　　　　　一緒に運動メニューを考えていく。12/7父様より年金の書類について相談があり、
　　　　　　　説明行っている。記入後提出していただく予定。今月末で青山荘退所予定であるた
　　　　　　　め、ケア会議の実施を予定している。

· 平　康子　様～松平病院より血液検査の結果が届く。「主治医より大丈夫だといわれて安心した」
　　　　　　　と話される。HbA1Cも6.5→5.9に低下している。他メンバーから食べ物をもらっ
　　　　　　　て食べていることがあり、物のやりとりについて注意している。寒くなり運動をさ
　　　　　　　ぼりがちであり、健康維持の重要性を説明すると「母みたいになりたくないから」
　　　　　　　と話される。12/5青山荘スタッフ同伴で五戸町役場に行き、重度医療の返還と手
　　　　　　　帳の更新等の手続きを行っている。お金についての不安を口にする為、これからの
　　　　　　　生活費をシュミレーションして本人に説明することとする。

· 番沢　政勝様～先週より「布団が寒い」と話されており、母様が布団を持って青山荘訪問されるが、
　　　　　　　置き場所がないため持って帰るよう話している。現在、母様は体調不良と精神的不
　　　　　　　調をきたしており、急な来荘や電話連絡が見られ、、布団の件も含めてイライラし
　　　　　　　そう状態だと話される。外来にて抗てんかん剤、デパケン1T（朝・夕）増薬とな
　　　　　　　っている。変化あればスタッフに伝えて欲しいことを説明している。

· 奥山　以依子様～10/29弟様に電話され、クリスマス忘年会の会費と小遣いについて話をされる。
　　　　　　　　弟様より、服と小遣いとして1万円渡されている。12/3弟様とピア・ドゥに服
　　　　　　　　を買いに出かけられる。どこに行けばよいのか分からずウロウロされていたとの
　　　　　　　　ことで、弟様より買い物、バス利用の練習をして欲しいとの依頼がある。また、
　　　　　　　　これまで利用料を弟様が支払っていたが、1月より2万円を本人に渡して利用料
　　　　　　　　支払いと金銭管理の練習を行うこととなる。

· 関口　禅様～面談時、「秘密にして欲しいが、弟が家を建てている。古い家に住みたいと思う」と
　　　　　　話される。実際にはそれほど古い家ではなくローンも残っているとのことで、「ロー
　　　　　　ンが払えないから無理ですね」と話される。

· 中居　松男様～12/4赤田外科受診し、指のケガについては治療終了とのこと。イベントを前に気
　　　　　　分高揚気味であり、様子観察していく。

